
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネイパルでクリスマス ネイパル森 

クリスマスをテーマとした活動を通して、親子の交流を促進 

１ 事業のねらい 

  クリスマスをテーマとした創作活
動やレクリエーションを通して、親
子の絆を深めるとともに、家族間の
交流を図る。 

２ 事業の概要 

 ■期日 R5.12.9(土)～10(日) １泊２日 
■対象 幼児（４才以上）～小学３年生及びその家族 
■人数 22 家族 70 名（申込 25 家族 78 名） 
■場所 ネイパル森 

３ プログラム 
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４ ねらいを達成するための活動の工夫 

 ■親子で交流しながら楽しい雰囲気を体感してもらうプログラム 
  ・小さな子供も楽しめるようにプログラムにストーリー性を持た

せ、クリスマスの雰囲気を高めるなどして興味関心を高めた。 
・スイーツづくりや創作活動を親子の共同作業で行う内容とし、
会話したり、触れ合ったりする場面を増やした。 

■帰宅後も家族で楽しめるプログラム 
  ・クリスマスまでの期間を楽しむためのアドベントカレンダーや

小さい子供でも簡単に作れるスイーツづくりなどの活動を取り
入れ、活動内はもちろんのこと、帰宅後も親子が一緒に楽しめ、
交流が図られるよう工夫した。 

クリスマスまでの期間を楽しむ 

アドベントカレンダーづくり 

スウェーデンのクリスマスの 

定番お菓子づくり 

ヨウルトゥルトゥづくり 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 

●クラフトやスイーツ作りは親子共に満足度が高く、「デザ 
インを家族で話し合って来た。」「家族で工作など、普段な
かなか機会がないことができた。」等の声もあり、親子の絆
を深めるという、ねらいは概ね達成できたと思われる。 

〇プログラム内に家族同士の交流が図られる場面設定や、子 
供のみではなく、保護者が楽しむことができるようプログ 
ラム設定を工夫する必要がある。 

 

親子が一緒に作業できる活動の選定と、

帰宅後もクリスマスまでの期間を家族で

楽しむことのできる活動を取り入れた。 

企画のポイント 

５ 事業の評価 

 
 
 
 
 
 

■参加者アンケートから 
・なかなか、一緒に何かを作るということが出来ずにいましたが、2 日間 
しっかり向き合って、子供と一緒に作業できたことが、親としても嬉し 
かった。 

・とても簡単に出来るスイーツだったので、家でも子供と一緒に作りたい
と思いました。 


